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では、どのようにグラブを裁断していくのか。
お客様からオーダーをいただいたあと、まず職人が取り掛かる作業が型紙の作成です。
グラブの大きさや、指の長さ、ポケット（捕球面）の広さ、深さ、革ヒモを通す、穴の位置まで数ミリ単位で細
かく作成していきます。そして、この型紙を使い職人の永年の経験、技術の証でもある手断ち（てだち）によっ
てパーツごとに一枚一枚裁断していくのです。
「刃を入れる位置を１ｍｍ間違えればすべてがダメになる」と、語るほど容易ではないこの作業を全神経を集中さ
せて行っていきます。こうして、お客様の理想が形となるワンオフモデルが完成していくのです。
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